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蘭 産 地楓で ある入 輸台地 とは 狭山血液 て加 治 血 敵 とに 南北 を取 られた腐 蹴

地 米 の塘敦 で 行政甚 菰助 l二は . 軒,訳蒲 三 'T泉村 と凍 山南 入T割付 . 武蔵 町. 蛋

周 町 R 払"同慈 実射 を呑む 地 顔二で ある,地 形 紬 こぼ 多摩 軒 下 未書面. 武 蔵野

乱 立 両面. 磯廃 棄 lコーム 咲止 面a′ iR, 月 Ẑ1､,*顔 面 の 各面L:命 けわ れ.ちと

肴 も あわ,ゐ 旧争鹿 川 の蔭 顛虜 状 地であ る. 名 商 の 弁席 水死 は希 文献 にお ける

･Lの と 港 は､-薮 して し､るオヾ 竣 煎束 ロ ーム 薗 盆 と名 づ'け た1日多摩川の旧 珂塞

にみら れ る面 ぼ 額文 献 にも､い てせ立 )11両 と して いち息 の良 薬 るゥ これ は 二g)

面に お､いて. Trrれ車が表層 の ロ ーA lて貴人 して 見 られ るの で 糸 と してば, こ

の敵 を腐 煎凍 ロ ーム 環 丘面 と判 験 したため で あ る, この度 嵐 は次項台地 が 大

嶺 舟 を占 める た め に地下)l<が低 く自由地 下 水 面深慮が /C,nlX上4)地 政 が大

審 鼻を 古めて いる. そのため 江戸勝 代 IJ=なる覇 から ある 占 し＼展 藩 は唐 山丘 複

線 適 ,gZAt-加治血 液像 皿の地 下水 の潔 い地 域 に集中 L,,一台地中 来朝 .成れ小旧 多摩

)日の 旧 軍 鼻で ある布鹿 川 袷 の泉 農の大都 舟 綜江戸麻 ペ秋 和 こ新発 された軒 珂

鹿 渡で 雫の痢魔 は地 下 水 の 条件 の壊 し＼弘の葎 古い. 上述 の よう に本 額塵磨 滅

にお､け為廃 液 の 弁面 痩地 下府 こよる彩 背が 非 唐に 魂 いが庖 賓 的に は ネ長 川 兼

に-利 とJ 斬 衆 と鹿 町慶 を耗 ぶ 塵裕治 (=一列 み ら れ ′ この魚で 費適確 によ る

刺約 4か な .)大で あ る七重 え あれ る.

永池奴 普選 屠町が 厳 粛 雀 宮土地 車が L/0月 で ある のを験 し＼て ぼ 7070氷 上

で あ り′ 泉 象 鼻 孔蜜 嘱 町 が 2270で ある の を陳 い ぞぼ dDPQ以上で ある. 守

なわ b この地 魂 に射 ては登 珊町が､廓 市 的佐 藤 をせ って し､る の に軒 しイ也の三 ケ

斬 首敵 常 的 凌#/が賓 L､. 文厳粛率 鯨 に オニ 麿 線番 率 が二蘇孝貯 金葡 乎鬼 1:比

して覇 し､｡ 文麿 凪町 へ の人 口一束 車の横 間 が 為 られ か

この地 鱗 の凍 業 甘帝京の 道 都賓寒 鮒凌新都､廉 く, 家 産鳴 願 亮顔 の 52･570を

奄産物 ′ 野 菜で 占 め てい る｡ この磨蚊 に あ､ける上地 利 覇 を品 ると愛 東 寮感 奮

土地 の /アPcがLLJ麻 7与PDが耕 地 とな ,'て し＼為｡ 耕 地 の 河 6570が 額 35Pc
-/0-



が 掛 野 嘘で この 贈 威 i･二は 像 とん ど 朕ノ田 の な い 孝が 鵜 盈 とな っている . 二九 線

この腰蚊が 大都恥 粟 療 台 地 から な って し､て, 水 が､ゑ L,し､夢が､主 な原 菌で あ 勘

旭 接 吻 と して 大き な 葡虜 を 責め る もの と して.は凄 嶺が 凍 - で これ は利 手物 と

して 僅パオけ られる た め であ為が 豊年 冬 の 虫液 にお され.ヌ 1 凝用 地華 に 耳金

新地 の 凍 机 二よ り威 少 L,yl,7あ る. そ の他腐 蔽 い L凍 寒 も 争い が､し､す､れ も威

少の頂 向 に ある. 栗 東 ば これ に耕 して /ヂ与∂年 に比 して 2970の増加 をみ

せ てお り′ こ の内 頼 家頚が､占970を しめ てし＼乳 ス麺 業 類 は /a/ぎ0年 に化

して 隼 ヂ7t増 と7法 って し､為, これ は この通 風 に は叡泉 臼 -ム が 分濁 す aため

i塊 が潔 し 板東 額1こ塵 して いJS T=め であ る. 樹 画地 と してば桑 と麻 が 主 な

こLの で､ぁ ろ_

巌 の及 史 甘ま く巌 倉 癖捉 明窯上人 1=よ って 患 え あれた吊寮泰 に 避贋 をも っ

と いわ れ. ユタ 癖媒地 の利 を輿 て 繋泉 にむ か い, その壊 明 治 の凍 凍廃藩 に よ

Jlて纏帝に 蕗 ん になJ,すごカご舟 二次 大 観 に南 され 大fT翠 を うけ た. レか レそ

の嬢 頗 栄 L,現在濠 的 には凍 葡 を̀ しのぐ 饗 にな -,た - しか しこの地 巌 の 線審 は

孝 工賓 的 な色 彩が 漉 く益 軒 釣 に風 ても舟 王:薫 の審 妊塵高 痩身 &旭 .腐 圃 県 木､

及劇 的 に争 く塞 す る ので 簡 際 商 品 と して悪 魔 亀 していTiL､｡ しか し品頃 は 衆

く鹿 路 ぼ孝 治終 に 次 いで 2度 であ る.

息 wT東 別に威 鷹 乗務 をみると 塵 同 町に 3 /男三嶋 & ,麻 衣頻 で 2/7.人新 村

てい2370(金 新地 に舛 す る利 息)が 森 厳で あ る｡ この巌 蘭 は本 圃各 地奴 の耕

地 の 24ta/o智歯 めるが､, 二の 地底 の森 感 は,′鑑 賂蘭 の争い のが 紫 色で′ 金哀

常 の 3/3gを責め る. この 渡 申茶 碗 は卿 の 簡風 の腐剣を果 し渡 って瓦 瞭贋 防

風 の婿劇 を守 る ttのか ら 盛 い三 〆島 判で は麿 にそ の終 審 に おめる劇 卦 が 夫 と

な パ し準 急た この通 観 の鹿家 の87PQ壇嵐 を親 密 して し､る れ 紫 に三 ケ

轟 村 では ヲ/男 に も塵 して し､るの 首上 蕗 の 艶 な こと に盤 督 する ところ 大で あ

る と終 われ る., 東 圃塵 通観 に華サ る 虹菓 生産一畳 をみ る と ,三 JT-島 は 収蔵 面痕

は奥底 の 40男近 し､の に慮 外 に 少 く.塵 関 野 に 次 も､で 牙 二度 であ る.(以 下,

慮 深村 人 癖対 の戚 う 東. 教 壇 にも丑 優 を塵 し な い者 少し養 らる頗 侮日二あ る廿

ヌエ虜 の鹿 顔 7L慣 ケ町 軒や 蜜 同 町が 寮 弘 大で ノ 星 b-轟唐 ユ腐 衆 の争 い劇 に鹿

額 が 直さ しゝ n サ な わち蜜 滞 町 にお ける暴凍 1,i南東 地 色廟 が盈 く 三 'r亀軒 に お

ける:Lの 煉 創案 的遺 影が 凄 い. 二の膜 面 珪素 の厳 塞吻′施轟 贋 にあ･け る鹿渡 に

i ば ,1き り澄 みれ 慶 欄 町 のあ る戒厳 野 町 では , 腐､o)娩 蚊 漆 1ま観 象歯 墳 収巌

の ダrc憂慮め る の に射 し三)T密封 の儀 する 斬 罪帝 で､恵fFo ..すぎな い卓 櫨 め

ニ ケ困 C)覇 .鹿 茨粁 蛙慶 滞 町 に峯 Lr入圃 射 恵 三 'r盤 軒 に寮 - ､為,
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